



































































オキシメチレンヘリセンオリゴマーの擬鏡像異性体である (P)-Ox-5および (M)-Ox6の 1:1混合物の溶
液中での会合挙動について調べた。(P)-Ox-5/(M)-Ox6は 25 °Cで準安定状態のランダムコイルを形成した。
この準安定なランダムコイルは外部摂動によって様々な特徴的な現象を示した (Figure 1)。5 °Cに冷却す
ると固体表面においてヘテロ二重ラセンを形成し、これが自己組織化して 1 次元的繊維膜を与えた。さ











リセンオリゴマーの鏡像異性体である (P)-Ox-6/(M)-Ox-6の 1:1 ラセミ体混合物を用いてトリフルオロメ


























で熱力学的に不安定な準安定状態のホモ二重ラセンを形成した。この溶液を 60 °C に加熱すると、ランダ
ムコイルへの解離反応とホモ二重ラセンを形成する自己触媒反応が競合して平衡状態に達する前に反応
速度が急激に低下した (Figure 4a)。7) これに対し、擬鏡像異性体エチニルヘリセンオリゴマー (M)-Et-
4/(P)-Et-5は、ランダムコイル A→ヘテロ二重ラセン B→自己組織化体 Bn→自己組織化体 Bmの段階的な
構造変化を起こし、この構造変化過程において複数の自己触媒が作用することによって 2 回反応が加速
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